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C : y =
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x ≧ 1のとき， 4⃝は y =
√
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x > 1のとき，y′ = x√
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x > 1のときは y′ > 0で単調増加で

lim
x→∞

y = lim
x→∞

−2x− 2√
x2 − 1 + x+ 1

= −1

よって，直線 y = −1は C の漸近線である。

x < −1のときは y′ < 0で y は単調減少で
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y′ > 0を解くと，−1 < x < − 1√
2

そして，x = 0のとき，y′ = −1であるから，ℓの方程式は y = −xである。

以上から，S は図の斜線部の面積である。
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ここで，
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